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売却区分番号 30 ‐ 46
見積価額 5,310,000 円
公売保証金   540,000 円
財産の表示（登記簿による表示）

【土地】
所　　在 上平柳字堤下
地　　番 63 番
地　　目 宅地
地　　積 1365.02㎡

【建物】
所　　在 上平柳字堤下 63 番地
家屋番号 63 番
種　　類 居宅
構　　造 木造かわらぶき平家建
床  面  積 177.22㎡

附属建物の表示
符　　号 １
種　　類 物置・便所
構　　造 木造かわらぶき２階建
床  面  積 １階　40.59㎡

２階　38.62㎡

売却区分番号 30 ‐ 37
見積価額 3,300,000 円

公売保証金    340,000 円
財産の表示（登記簿による表示）

【土地】
所　　在 伊奈東字伊奈東
地　　番 30 番 10
地　　目 宅地
地　　積 233.99㎡
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お知らせ

不
動
産
公
売
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ

り
、
不
動
産
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
不
動
産
①

▼
日
時
＝
9
月
4
日
㈫　

午
後
０
時

　

50
分
～
（
受
付
開
始
）

▼
場
所
＝
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
２

　

階
大
会
議
室
（
水
戸
市
柵
町
１
丁　

　

目
３
番
１
号
）

公
売
不
動
産
②

▼
参
加
申
込
期
間
＝
８
月
16
日
㈭　

　
午
後
１
時
～
９
月
３
日
㈪
午
後
11
時

▼
入
札
期
間
＝
９
月
10
日
㈪
午
後
１

　

時
～
９
月
18
日
㈫
午
後
１
時

▼
場
所
＝
ヤ
フ
ー
㈱
が
提
供
す
る
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
売
不
動
産
な
ど
の
詳
細
は
、
市

収
納
課
で
公
売
広
報
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

符　　号 ２
種　　類 物置
構　　造 木造亜鉛メッキ鋼板ぶき平家建
床  面  積 13.90㎡

符　　号 ３
種　　類 物置・作業所
構　　造 木・鉄骨造かわら・スレートぶき平家建
床  面  積 49.68㎡

符　　号 ４
種　　類 物置
構　　造 木造亜鉛メッキ鋼板ぶき平家建
床  面  積 9.93㎡

符　　号 ５
種　　類 車庫
構　　造 木造亜鉛メッキ鋼板ぶき平家建
床  面  積 19.87㎡

【公売不動産②】

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
詳
し
い
内

容
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は

　

市
町
村
税
の
徴
収
を
行
う
特
別
公

共
団
体
で
す
。
県
内
の
市
町
村
か
ら

滞
納
事
案
の
移
管
を
受
け
、
滞
納
処

分
（
差
押
・
公
売
）
な
ど
の
滞
納
整

理
を
行
い
ま
す
。
県
内
の
全
市
町
村

を
構
成
団
体
と
し
て
、
平
成
13
年
４

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構 
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０
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‐
２
２
５
‐
１
２
２
１

【建物】
所　　在 伊奈東字伊奈東 30 番地 10
家屋番号 30 番 10
種　　類 居宅
構　　造 木造亜鉛メッキ鋼板ぶき２階建
床  面  積 １階　44.30㎡

２階　23.18㎡

【公売不動産①】

問 

伊
奈
庁
舎
政
策
秘
書
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
０
２
）

原
水
爆
禁
止
を
訴
え
、
平
和
行
進

　

原
水
爆
の
禁
止
と
核
兵
器
の
廃
絶

を
訴
え
る
「
２
０
１
８
年
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
」
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
７
月
９
日
、
伊
奈
庁
舎
で
行夏の陽射しの下、元気に行進する参加者

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
大
行
進
は
、
全
国
各
地
を
11

の
コ
ー
ス
で
つ
な
ぎ
、
人
々
に
核
兵

器
の
廃
絶
を
訴
え
、
今
年
で
60
年
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
平
和
大
行
進
実
行

委
員
会
（
鴻こ
う
の
す巣
委
員
長
）
を
は
じ
め

と
し
た
約
50
人
の
方
が
参
加
し
、「
核

兵
器
を
な
く
そ
う
」
と
訴
え
、
行
進

し
ま
し
た
。
伊
奈
庁
舎
正
面
入
口
前

で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
小
田
川

市
長
は「
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て
、

恒
久
平
和
の
実
現
を
全
世
界
へ
訴
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

当
市
は
、
平
成
18
年
に
非
核
平
和

宣
言
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　世界の平和と安全は、人類共通の願いである。
　しかし、現在この地球上には数多くの核兵器
が存在し、また、戦争や紛争も後を絶たず、人
類の生存や自然環境に大きな脅威と不安をもた
らしている。
　
　世界で唯一の核被爆国の国民として、核兵器
の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平和の意義を世界
の人々に訴えていかなければならない。
　
　ここにつくばみらい市は、非核三原則の堅持
と恒久平和の実現を願い、安心で安全な市民生
活を守ることを決意し、非核平和都市とするこ
とを宣言する。

つくばみらい市非核平和都市宣言

平成18年９月

お知らせ


